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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　北
海
道
釧
根
支
部

「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」

雪
像
に
笑
顔

今
年
も
小
西
支
部
長
宅
の

庭
に
巨
大
雪
像
を
製
作
し
た
。

近
所
の
市
立
武
佐
小
学
校

児
童
と
の
交
流
を
目
的
に
毎

年
作
っ

て
お
り

今
年
で

十
三
年

目
。同

小

学
校
一

年
生
児

童
を
招

き
交
流

を
深
め

た
。

　　佐
賀
県
唐
津
支
部

秋
季
表
彰
伝
達
式
の
開
催

平
成
三
十
一
年
一
月
十
六

日
、
支
部
の
秋
季
表
彰
伝
達

式
を
開
催
し
、
受
賞
者
へ
の

授
与
の
あ
と
、
峰
達
郎
唐
津

市

長
、

田
中
秀

和
市
議

会

議

長
、
栗

原
宣
康

市
教
育

委
員
長

等
の
出

席
を
い

た
だ
き
、

祝
辞
を

賜
っ
た
。

　　兵
庫
県
支
部

平
成
三
十
年
度
秋
季
善

行
表
彰
伝
達
式
と
祝
賀

会
の
開
催
及
び
平
成

三
十
一
年
新
年
交
礼
会

の
開
催

平
成
三
十
年
十
二
月
九
日

（
日
）
神
戸
市
中
央
区
の
湊

川
神
社
「
楠
公
会
館
」
に

て
、
平
成
三
十
年
度
秋
季
善

行
表
彰
伝
達
式
を
挙
行
し
、

支
部
受

賞

者

四
十
二

名
に
服

部
支
部

長
よ
り

一
人
ひ

と
り
に

表

彰

状
、
善

行
章
等

を
授
与
し
て
、
栄
誉
を
讃
え

ま
し
た
。

松
本
剛
明
衆
議
院
議
員
、

末
松
伸
介
参
議
院
議
員
を

は
じ
め
、
清
水
玲
子
兵
庫
県

青
少
年
補
導
委
員
連
合
会

長
等
多
数
の
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
て
総
勢
八
十
余
名

の
出
席
の
下
、
厳
粛
に
執
行

さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
終
了
後
は
、
別
室

に
て
祝
賀
の
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
服
部
支
部
長
の
挨

拶
、
松
本
剛
明
衆
議
院
議
員

の
お
祝
い
の
言
葉
、
早
乙
女

兵
庫
県
支
部
顧
問
の
乾
杯

発
声
で
祝
宴
が
催
し
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
の
ス
ピ
ー

チ
、
皇
太
子
殿
下
ご
接
見
参

加
者
の
感
激
の
ス
ピ
ー
チ

等
々
を
発
表
し
、
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
、
盛
況
で
和
や

か
な
中
、
閉
会
し
た
。

次
い
で
、
平
成
最
後
の
新

年
交
礼
会
が
支
部
主
催
の

下
、
平
成
三
十
一
年
一
月

二
十
六
日
（
土
）
ホ
テ
ル

ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
に
て
開
催

さ
れ
、
支
部
内
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
七
十
名
余
の
会
員
が
一

堂
に
会
し
、
新
し
い
年
の
始

を
お
互
い
に
元
気
な
姿
で
参

加
、
小
垣
佳
子
氏
司
会
に
て

開
催
、
本
年
担
当
ブ
ロ
ッ
ク

阪
神
ブ
ロ
ッ
ク
長
松
田
与
志

子
氏
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続

き
、
服
部
支
部
長
の
挨
拶
、

今
年
も
楽
し
い
会
で
有
り
ま

す
よ
う
に
と
宣
誓
が
あ
り
、

寺
澤
妙
子

支
部
相
談

役
の
乾
杯

で
開
催
さ

れ
ま
し

た
。参

加
者

一
同
、
楽

し
い
食
事

や
歓
談
の

中
、
閉
会

と
な
り
ま

し
た
。

　　熊
本
県
宇
土
支
部

『
晴
れ
て
八
名
が
受
賞
』 

平
成
三
十
年
度
秋
季
受

賞
伝
達
式

日
本
善
行
会　

熊
本
県
宇

土
支
部
（
山
下
八
郎
支
部
長
）

は
元
松
市
長
、
西
山
県
議
、

柴
田
市

議
会
議

長
、
太

田
教
育

長
を
来

賓
に
迎

え
元
号

平
成
最

後
の
秋

季
善
行

表
彰
伝

達

式

を
平
成

三
十
年

十
二
月

十
五
日

　　大
分
県
大
分
市
支
部

平
成
三
十
年
度
秋
季
善

行
表
彰
受
賞
祝
賀
会
を

開
催平

成
三
十
一
年
一
月
二
十
四

日
十
一
時
三
十
分
か
ら
大
分

市
内
の
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、

新
会
員
八
名
を
含
む
三
十
三

名
の
出
席
者
の
も
と
開
催
致

し
ま
し
た
。
初
め
て
会
場
を

移
し
て
の
開
催
で
し
た
。
式

次
第
で
は
、
新
し
く
調
査
委

員
に
任
命
さ
れ
た
十
二
名
に

対
し
て
、
委
嘱
状
の
伝
達
を

松
井
支
部
長
か
ら
渡
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
集
合
写
真
を
撮

り
終
え
た
後
、
こ
こ
で
善
行

会
に
つ
い
て
の
説
明
を
致
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
善
行
会

本
部
発
行
の
「
八
十
年
の
あ

ゆ
み
」
記
念
誌
を
参
考
に
、

説
明
担
当
の
常
任
理
事
片

山
繁
則
氏
も
学
習
さ
れ
た
か

大
変
分
か
り
易
い
説
明
で
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
善

行
表
彰
の
意
義
と
使
命
感
が

改
め
て
ご
理
解
頂
け
た
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
開
会
挨
拶
を
副
支

部
長
の
佐
藤
満
洋
氏
続
い
て

支
部
長
の
挨
拶
、
次
に
剣
詩

舞
会
の
家
元
、
石
田
義
則
氏

に
よ
る
「
祝
吟
」
の
披
露
が

あ
り
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

乾
杯
の
ご
発
声
を
佐
藤
義
憲

氏
が
行
い
ま
し
た
。
総
合
司

会
立
川
寿
氏
と
片
山
繋
則
氏
、

息
の
合
っ
た
ト
ー
ク
で
会
場

は
盛
り
上
が
り
余
興
も
出
演

希
望
者
が
多
く
、
少
し
不
満

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
「
お
楽
し
み
抽
選

会
」
手
造
り
の
「
あ
み
だ
く

じ
」
一
等
は
高
級
ワ
イ
ン
、

全
員
に
参
加
賞
を
配
り
、
万

歳
三
唱
を
釘
宮
英
嗣
氏
、
閉

会
の
言
葉
を
田
仲
満
紀
子
氏

が
致
し
ま
し
た
。
予
定
時
間

も
三
十
分
オ
ー
バ
ー
し
ま
し

た
が
、
大
変
に
心
に
残
る
ひ

と
時
で
し
た
。

　　福
岡
県
福
岡
支
部

平
成
三
十
年
度
秋
季
善

行
表
彰
伝
達
式
の
開
催

平
成
三
十
年
度
支
部
の
秋

季
善
行
表
彰
伝
達
式
を
、
平

成
三
十
年
十
二
月
一
日(

土)

午
前
十
時
か
ら
太
宰
府
市
い

き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
。

出
席
者
は
会
員
・
受
賞
者

含
め
て
三
十
八
名
、
後
藤
清

忠
副
支
部
長
の
開
催
挨
拶
、

大
槻
茂
男
事
務
局
長
司
会
で
、

物
故
者
へ
の
黙
と
う
、
国
旗

に
礼
・
国
家
斉
唱
の
後
、
鳥

巣
支
部
長
が
お
祝
い
の
挨
拶
、

顧
問
元
太
宰
府
市
長
井
上
保

廣
様
・
環
境
大
臣
原
田
義
昭

(

夫
人)

様
・
顧
問
元
太
宰
府

市
市
議
会
議
員
小
柳
道
枝
様

祝
辞
の
後
、
勝
野
会
長
他
の

祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。

支
部
長
か
ら
受
賞
者
一
人

ひ
と
り
に
表
彰
状
・
善
行
章

が
手
渡
さ
れ
、
太
宰
府
市
広

報
課
係
長
に
よ
っ
て
、
記
念

写
真
等
撮
影
し
て
い
た
だ
き

表
彰
伝
達
式
が
終
了
し
た
。

引
き
続
き
当
会
場
で
全
員
に

よ
る
会
食
を
行
っ
た
。
出
席
者

に
は
心
ば
か
り
の
お
祝
い
の

紅
白
饅
頭
と
記
念
品
を
差
し

上
げ
た
。
会
食
中
、
皇
太
子

殿
下
ご
接
見
参
加
者
の
感
想
・

受
賞
者
の
自
己
紹
介
と
活
動

状
況
説
明
の
後
、
最
後
に
支

部
長
が
善
行
会
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
、
会
員
・
受
賞
者

の
活
躍
を
誓
い
あ
っ
て
有
意

義
な
会
食
と
な
り
表
彰
伝
達

式
は
盛
会
の
な
か
終
了
し
た
。

散
会
後
、
受
賞
者
一
名
の

方
が
即
日
普
通
会
員
に
入
会

さ
れ
会
費
を
納
入
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
複
数
の
方
が
入
会

手
続
中
で
、
役
員
危
機
管
理

の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
日
顧
問(

特
別
会

員)

井
上
保
廣
様
か
ら
会
費

不
足
の
一
環
と
し
て
寄
付
を

い
た
だ
い
た
。

　　福
岡
県
北
九
州
支
部

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式

の
開
催

平
成
三
十
年
度
秋
季
善
行

表
彰
伝
達
を
平
成
三
十
一
年

一
月
八
日
（
火
）
行
橋
市
長

室
に
お
い
て
田
中
純
市
長
の

出
席
を
い
た
だ
き
表
敬
訪
問

挨
拶
後
開
催
し
ま
し
た
。

永
野
事
務
局
長
（
青
少
年

育
成
会
議
）
の
司
会
で
受
賞

者
の
紹
介
（
三
宅
昭
様
、
吉

留
和
子
様
、
田
代
敦
子
様
、

岩
生
健
治
様
）。
続
い
て
、
野

村
支
部
長
か
ら
支
部
役
員
の

紹
介
及
び
お
祝
い
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
支
部

長
が
表
彰
状
を
代
読
、
市
長

よ
り
四
名
の
方
に
表
彰
状
、

善
行
章
が
手
渡
さ
れ
、
各
受

賞
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞

内
容
紹
介
、
受
賞
の
喜
び
と

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
長
年
に
わ
た
る

社
会
奉
仕
活
動
に
対
し
労
い

と
今
後
の
ご
活
躍
と
励
ま
し

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

記
念
写
真
撮
影
後
、
市
長

と
の
懇
談
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
や
、
高
齢
化
、
後
継
者

の
育
成
、
組
織
の
継
続
等
の

問
題
点
に
つ
い
て
意
見
交
換

も
で
き
有
意
義
な
伝
達
式
で

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　　香
川
県
支
部

校
外
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
に

協
力十

二
月
十
二
日
に
行
わ
れ

た
多
度
津
町
立
四
箇
小
学
校

（
寺
嶋
俊
秀
校
長
、
学
童
数

三
三
七
名
）
の
校
外
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
香
川
県
支
部
会
員

も
協
力
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
交
通
安
全
に
奉
仕
し
、

ま
た
ゴ
ー
ル
の
裏
校
門
に
お

い
て
は
、
校
長
等
と
共
に
交

通
制
服
姿
の
支
部
長
も
力
走

し
て
ゴ
ー
ル
に
到
着
す
る
学

童
た
ち
に
向
か
っ
て
、
地
域

民
と
合
わ
せ
て
激
励
の
声
援

を
送
り
、
関
係
者
の
思
い
出

に
残
る
学
校
行
事
づ
く
り
に

協
力
し
ま
し
た
。

当
校
は
約
四
十
年
間
の
老

人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
慰
問
活

動
な
ど
で
善
行
章
を
受
賞

し
、
現
在
に
お
い
て
も
歴
代

校
長
指
導
の
元
に
、
学
童
た

ち
が
自
主
的
、
積
極
的
に
善

行
活
動
を
続
け
地
域
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
川
県
に
お
け
る

交
通
死
亡
率
が
、
依
然
と
し

て
全
国
ワ
ー
ス
ト
上
位
で

推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

十
二
月
十
三
日
に
実
施
さ
れ

た
多
度
津
町
高
齢
者
交
通
安

全
協
議
会
主
催
に
よ
る
高
齢

者
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
に
、

多
度
津
町
や
丸
亀
警
察
署
、

多
度
津
交
通
安
全
協
会
の
ほ

か
、
日
本
善
行
会
香
川
県
支

部
も
協
力
し
て
、
西
村
支
部

長
が
パ
レ
ー
ド
の
出
発
に
際

し
て
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。

行
進
に
当
た
っ
て
は
、
Ｊ

Ｒ
多
度
津
駅
周
辺
一
・
三
㎞

程
を
西
村
支
部
長(

交
通
指

導
制
服
着
用)

の
先
導
で
、

百
三
十
名
程
の
参
加
者
を
警

察
官
等
と
共
に
、
安
全
に
徒

歩
誘
導
し
て
パ
レ
ー
ド
は
成

功
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

に
開
催
し
ま
し
た
。

山
下
支
部
長
は
今
回
八
名

の
受
賞
者
に
多
年
に
渡
る
善

行
活
動
を
労
い
謝
意
を
述
べ

ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
善
行
に

光
を
当
て
善
行
の
輪
を
さ
ら

に
拡
げ
る
活
動
を
進
め
た
い

と
挨
拶
。
受
賞
伝
達
式
後
、

祝
賀
会
で
は
受
賞
者
と
共
に

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。




